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1 はじめに 
 

 EC 環境総局(European Commission Environment Directorate General, DG ENV)は、内分泌

攪乱物質(ED)に関する EU共同体戦略(EU Community Strategy for Endocrine Disrupters (ED)) 

(EC, 1999)の指導機関である。 

 DG ENVは 2010年 9月に、内分泌活性物質(EAS)に関する対話型のウェブベース ITシステムの

開発を、共同研究センターの健康および消費者保護局(JRC-IHCP)に委嘱した。 

 この ITシステムは当初、DG ENVの契約先機関が既に収集していたデータを新しい EASデータ

ベースに入力して、将来の評価に関して物質の優先度リストを作成する予定であった(BKH & 

TNO, 2000; Johnson & Harvey, 2002; Okkermann & Van der Putte, 2002; Petersen et al., 2007)。

更に JRC-IHCP は第三者が新しいデータをアップロードすることを容易にするよう要請されてい

た。これは自由にアクセスできるプラットフォームを構築して、EU および国際社会の利害関係者

が新しい研究結果を入手・共有・普及できることを目的としたもので、EAS Web Portal と名づけ

られている。 

 JRC-IHCPは第一段階として、内分泌攪乱物質に関する情報とデータを収集・共有する必要性に

関して広範囲にわたる見解を集める目的で、2010 年 10 月にイスプラで国際ワークショップを開催

した結果、勧告事項のリストが作成された(Berggren et al., 2011)。これと平行して、類似の、あ

るいは補完的な既存(IT)情報源の調査がなされた(Castello and Worth, 2011)。 

 本稿の目的は、上記の諸要素を総合し、実用的な観点や制約をも考慮して EAS データベースお

よびポータルサイトの将来ビジョンを描くことである。このビジョンは最終製品の出発点となるソ

フトウェア開発計画の基礎となるものである。 

 

2 範囲 
 

 本稿では EAS データベースおよびポータルサイトの持つ機会、およびそれらの開発・管理のた

めのアプローチについて述べる。EAS データベースおよびポータルサイトの利害関係者を列挙し、

それらの立場からシステムの成功の基準を定義する。また他の IT システムとの考えられる関係を

検討し、最も重要な想定や依存関係を列挙する。 

 ここでの意図は、設計と管理に予想される選択肢とプロジェクトの目的との整合性に関する最初

の明確な概観を与えることである。しかし今後の検討や主要利用者(DG ENV)・より広範囲の関係

者からのフィードバックに従って細部は変更の余地がある。 

 本稿は更に、感心あるすべての読者に情報を提供し、EAS データベースおよびポータルサイト

の構築に積極的な協力を呼びかけることをも意図している。 
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3 位置づけ 
 

3.1 規制の概況 

内分泌攪乱物質 1(ED)は EU のいくつかの規制で明示的に取り上げられており、その概況を表 1

にしめした。しかし周知のとおり化学物質と内分泌系との相互作用は、それ自体としては毒物学上

の評価項目ではなく、健康に悪影響を及ぼす場合も及ぼさない場合もある。天然・人造を問わず多

くの物質が内分泌系に作用することが知られており、それらは「内分泌活性物質」(EAS)と呼ぶこ

とができるが、ある化学物質をどのような場合に内分泌攪乱物質に分類するかの具体的な科学的基

準はまだ形式として確立されておらず、したがって規制に含められるには至っていない。このため

現行の規制の枠内で、ある物質を内分泌攪乱物質と見なすかどうかは簡単な問題ではない。 

 

表 1：EDに関係の深い EU 規制項目 

規制項目 内分泌攪乱物質との具体的関係 

化学品の登録、評価、認可

および使用制限に関する

規制 1907/2006 (REACH) 

物質の評価に関して：内分泌攪乱性に関する情報が追加情報

説いて当局から要求されることがある。 

物質の認可に関して：REACH第 57(f)条によれば、ヒトの健

康または環境に重大な影響を及ぼす可能性があり、発癌性・

変異原性・生殖毒性物質と同等の懸念がある、内分泌攪乱性

を有する物質、あるいは難分解性または生体蓄積性物質を付

録 XIV（認可を要する物質のリスト）に含めることができる。 

REACH第 60(3)条によれば、それら物質へのヒトの曝露レベ

ルの許容上限が決定できないときは、社会的経済的便益がリ

スクを上回ることが示された場合にのみ認可が可能である。 

委員会は 2013 年 6 月 1 日までに、最新の科学的知見を考慮

して、第 60(3)条の範囲を第 57(f)条に従って内分泌攪乱性と

認められた物質にまで拡張すべきか否かを評価するための審

査を行い、同審査に基づいて、適切と考えられる場合に法制

化を提言する。 

植物保護製品の市販に関

する規制 (EC)1107/2009 

(PPPR) 

ヒトの健康および環境毒性に関する PPPRの条項によれば、

活性物質は、曝露が無視できる場合を除き、ヒトあるいは対

象以外の生物に有害作用を及ぼす可能性のある内分泌攪乱性

を有すると考えられない場合のみ認可される。 

欧州委員会は 2013年末までに、内分泌攪乱性の具体的な判定

基準に関する措置の草案を提示しなければならない。 

 

 

 

 

―――――――――――――――――― 
1 国際化学物質安全性計画 (International Programme for Chemical Safety, WHO/IPCS)の定義

(IPCS 2002)によれば、内分泌攪乱物質とは内分泌系の機能を変化させ、その結果健全な生物体な

いしその子孫あるいは（下位）個体群の健康に悪影響を及ぼす外生的物質またはその混合物をいう。 

 

http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=OJ:L:2006:396:0001:0849:EN:PDF
http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=OJ:L:2009:309:0001:0050:EN:PDF
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表 1：EDに関係の深い EU 規制項目（続き） 

規制項目 内分泌攪乱物質との具体的関係 

殺生物性製品の市販およ

び使用に関する規制案

COM(2009)267 

現行の指令 98/8/EC に代わることを想定した規制案である。

同案第 5 条（除外基準）において、規制(EC)No.1272/2008

により発癌性、変異原性または生殖毒性物質に分類された物

質、および REACH第 57(f)条により内分泌攪乱性を持つとさ

れた活性物質の認可に関する具体的条件が示されている。 

化 粧 品 に 関 す る 規 制

(EC)1223/2009 

現行の化粧品に関する規制(EC)1223/2009 においては内分泌

攪乱性物質に対する制約は課されていない。 

ただし第 15(4)条において、内分泌攪乱性を有する物質の同定

に関する EC の、または国際的合意を得た基準が利用可能と

なった時点で、あるいは遅くとも 2015年 1月 11日までに、

欧州委員会がこの規制を見直すよう要求されている。 

 

3.2 内分泌活性物質に関するデータの収集の必要性 

物質の内分泌活性に関する情報の収集は、現行の EU 法制においては標準的な要求事項とはなっ

ていない。しかしながらそのような情報は、既存の規制条項を完全に実施するためにも極めて重要

である。この点については、DG ENVが最初の優先物質リストを作成する目的で既に構築したデー

タベース（第 1 項参照）は、内分泌攪乱性の可能性のある物質に関する相当量の情報を一括提供で

きる点で有用性が認識されている。しかしこのデータベースの機能はまだ十分ではなく、新規情報

の追加や、補完的な情報を含む他データベースとのリンクなどの機能が欠けている。 

内分泌攪乱物質に対する EU の共同体戦略の実施に関する第 4 次報告書(EC 2011)が強調してい

るように、内分泌攪乱物質の問題は EU の化学物質政策において優先性を持つ事項の一つであり、

最新の科学的知見をもって対処すべきものである。共通の知識ベースは種々異なる法的手段による

アプローチの統合、調整、一貫性確保を支援できるだけでなく、化学物質への複合的曝露による組

み合わせ効果の問題を取り上げる第一歩のための貴重な情報を提供する上でも有用である。 

最近では科学的にも規制面でも ED に対する広範囲の計画が多数存在するが、得られた情報や知

識は多数の様々な情報源に分散していることが多い。このため特定の物質や ED に関連する影響に

ついて既存情報を網羅的に見出し、総合的に利用することはしばしば困難である。集中的な情報レ

ポジトリを構築し、データ報告の標準形式を確立することは、EU および加盟国の出資による研究

開発計画の成果の普及を助け、意思決定や政策形成への影響力を最大化するために有用である。 

 

http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=COM:2009:0267:FIN:EN:PDF
http://eur-lex.europa.eu/LexUriServ/LexUriServ.do?uri=OJ:L:2009:342:0059:0209:en:PDF
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3.3 機会の記述 

既存の規制条項の実施を支援するとともに、規制における化学情報の利用を容易にするためには、

内分泌活性物質に関する最新の科学データを収集する新しい情報システムが必要である。この観点

からして、EAS データベースおよびポータルサイトは、既存データの流通を助けるのみならず、

データの欠如を系統的に見出すことで将来の研究を導くものである。このようなシステムは更に、

収集されたデータに基づく事例研究によって専門家の論議を刺激することにより、内分泌攪乱物質

の評価基準の決定に役立つ(3.1項参照)。 

著者らの考える EAS データベースおよびポータルサイトの関係者に対する利点の例を表 2 に示

す。 

 

表 2：EASデータベースおよびポータルサイトの利点の例 

機会 受益者 目的 

自由にアクセスできる

ITシステムにより、内

分泌活性物質に関する

科学情報およびデータ

を容易に参照し、また

流通させることができ

る 

規制当局、政府機関 規制に関連する可能性のある研究結果に容

易にアクセスする 

国立研究機関 情報を共有化し自らの成果を補完する 

大学研究者、公的研究

組合 

研究成果を普及させ、科学の進歩に寄与し

得るデータや資料の検索を可能にする 

産業界 製品の安全性に関する知識を補完する 

非政府組織 最新の科学的知識を追跡する 

 

 

4 アプローチ 
 

4.1 一般的事項 

EAS データベースおよびポータルサイトに関する JRC のビジョンは、全世界から自由にアクセ

スできる、内分泌活性物質に関する科学情報のウェブ上のプラットフォームを EU が提供すること

である。 

 このプラットフォームの目的は、（限定的ではないが、主として）国立研究機関、大学関係機関

および（EU の助成する）研究組合で行われた研究の成果を収集し、他の情報源（ECHA CHEM2

など）を補完することである。これにより研究者と他の利害関係者（特に規制当局と産業界）との

橋渡しが可能になり、規制のために利用できる情報が増加することになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――― 

2 ECHA に提出された各種の情報あるいは REACH の各種手続きで作成された文書は ECHA のウ

ェブサイト http://echa.europa.eu/chem_data_en.asp で公開される。 

 

http://echa.europa.eu/chem_data_en.asp
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EAS データベースおよびポータルサイトの構築の中核は、JRC が運営し第三者からの入力をも

受け入れる、データレポジトリである。それに加えて、他データベース、ウェブサイト、オープン

アクセスレポジトリ、モデリングツールなど他の情報源へのリンクの迅速な一段階無料検索も提供

する。  

 このビジョンを実現するため、2段階での推進が計画されている。 

 

1. 第一にDG ENVが2002～2007年の期間に収集した情報を収録するデータベースを開発する。

このデータベース（以後 EASデータベースと呼ぶ）は第三者からの情報やデータを取りうるよ

うに、適当なビューアまたはエディタの GUI を開発する。 

2. EAS データベースに加えて、EAS ポータルサイトをハブとなるウェブページとして作成する。

すなわち 1 つのサイトの中で、ビューアの操作によりデータベースとその他の情報資源とへの

アクセスを可能にする。 

 

 EASポータルサイトで利用可能な情報資源としては次のようなものを収録する予定である。 

 

 外部リンクのライブラリ：試験結果やその他の（毒性）データを他の情報源から得ることがで

きるようにする。これらの情報源は原則として、ポータルのホームページに設けたリンクから

アクセスする方式を採るが、少なくともいくつかの場合には、1 つの統合的検索エンジンを用

いて複数のデータベースを一括検索できるようにするなどの目的で、外部サイト管理者と正式

な契約を結ぶことを指向する。 

 便利な情報のセクション：EU および内分泌活性物質に関する国際研究プロジェクトで進行中

の研究から派生する報告書、刊行物などの公開情報を収録するほか、オープンアクセスレポジ

トリ、公開ウェブサイト、EAS データベースから得られたデータの利用に役立つ解析ツール

などへのアクセスをも可能にする。 

 

 EASデータベースおよびポータルサイトの多層構造を示す図式を図 1に示す。システムの内容、

データモデル、システムの機能などの具体的な計画については、2010 年 10 月に収集した要望

（Berggren et al, 2011）に基づいて以下に述べる。 
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* たとえばデータ提供者用ビュー、規制当局用ビュー、研究用ビューなど  

** 例示のための架空 URL 

 

 

図 1：EASポータルサイトの多層構造の図解

全データセット ビューア/エディタ 

・インターフェース 

EASポータルサイト 
(http://EASWebPortal.jrc.ec.europa.eu)** 

ポータル機能 

 連絡 

 ユーザー管理 

 背景情報 

 他の情報源 

（他データベース、モデ

リングツール、オープン

アクセスレポジトリ等） 

 

 全データセッ

トの複雑さを

隠す 

 選択されたデ

ータフィール

ドを表示・編

集 

 種々のビュー

を提供* 

アクセス、デー

タベースの読

み書き 
規制当局 

公衆、利害関係者 

データ提供者 
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4.2 システムの内容 

既存の DG ENV 優先物質リストは、別途詳述したように (Castello & Worth, 2011)、固定した

MS Accessデータベースに収録されている。これは in vivoおよび in vitro毒性試験、および疫学研

究に関する文献約 3200 件の系統的分析で得られた 428 物質の物性データの集録であり、約 6000

件のレコードを含み、その約 75%がヒトへの健康影響に関するものである。 

 EAS データベースおよびポータルサイト・プロジェクトの第一の目標は、これらのデータを現

在の Access プラットフォームから新しい EAS データベースに転送して、オンラインで公開するこ

とである。この作業が終了した後に入力モジュールを公開する。これによって、登録されたユーザ

ーが新データの提供者として、例えば指針によらない動物実験の結果、in vivoアッセイや計算モデ

ル（QSAR など）など別の方法による結果などの新しいデータを寄稿できるようになる（4.3 項を

参照）。 

 EU の助成する内分泌攪乱物質研究プロジェクトの枠内で研究結果を一括収録するデータベース

は現在まだ存在しないので、EAS データベースは当然そのような目的のための候補となる。更に

2010年 10月にイスプラで開催されたワークショップ(Berrgren et al., 2011)では、査読付き雑誌に

掲載された研究結果も、EAS の可能性について試験した結果不活性と判明した物質に関するデー

タと情報を含め、EASデータベースに収録するよう求められた。 

 EASポータルサイトは、他データベースに含まれる情報の収録（したがって重複）は想定してお

らず、むしろ反対に、プロジェクト初期に調査した(Berggren et al, 2011, Castello & Worth, 

2011)既存データベースと EAS データベースとの相補性（可能かつ相互に有益な場合には更に IT

リンク）の開発を指向する。 

 収録物質は用途、起源、規制上の分類（殺虫剤、殺生物剤、工業用薬品、医薬など）には依存し

ない。 

 

4.3 データモデル 

 現行の DG ENV データベースでは、データはそれほど高度に組織化されてはおらず、大部分の

毒性情報はフリーテキストのフィールドに収められている。このため構造化された検索（たとえば

影響からの検索）の可能性は極めて限られており、データベースがある程度大きくなると実際上不

可能となってしまう。また EAS データベースは他システムとの相互利用可能性のため相互参照や

ハイパーリンクを必要とする。これらを考え合わせて、新データベースは国際的合意を得たデータ

モデルに基づいて構築することが必要とされる。 

 JRC は、2010 年 10 月のイスプラ国際ワークショップで提起された要望(Berggren et al, 2011)

を慎重に検討した結果、OECD 統一テンプレート(OECD Harmonized Template, OHT) (OECD 

2006-2011)が適切な標準製品であると結論した。ただしこれには下記の前提条件がある。 

 エンドユーザーの使用するデータ入力フォームが無用に複雑化しないよう、適切なユーザーイ

ンターフェースを作成すること。 

 OHTの構造を強化し、データベース構造の柔軟性を高めて、非標準的な試験データ（たとえば

in vitro または in silico 試験、国際的に合意された指針に従っていない動物実験など）の収録

を可能にし、内分泌攪乱物質および毒性一般の研究の進歩に対応できるようにすること。 

 

 たとえば分子または細胞レベルでの早期または中間的な毒性効果の in vitro または in silico での

観察ないし予測は、必ずしも健康への特定の悪影響、すなわち OHTのただ１つの「最終的(apical)

エンドポイント」に関係するとは限らない。EASデータベースは、ユーザーフレンドリーであるだ

けでなく、ユーザーがデータを追加すること、また毒性作用機序（または有害転帰経路）の概念か

らシステムに問い合わせを行うことが可能でなければならない。後者においては、健康への何らか

の悪影響に至る可能性のある何らかの作用機序に関係する生物学的事象と物質とを結びつける結果
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をデータベースが探すことになる。たとえば in vitro での結合または転写試験によって、ある化学

物質が核ホルモン受容体と親和性を持ち細胞内の信号伝達経路を活性化することが示された場合の

データがこれに当たる。 

 

4.4 品質管理 

 内分泌活性または攪乱性を明示的に記述するための国際的に合意された基準と標準的方法が存在

しない状態では、報告された結果の信頼性や意義の判定が主観的なものとなることが多い。そのた

め、データベースの内容のキュレーションのための品質基準を具体的に定めることは難しく、かつ

時間のかかる仕事となり、しかも利害関係者とデータ提供者の間で満足すべき合意が得られる保証

がない。一方、データベースの内容についてユーザーのある程度の信頼がなければ、研究の推進に

影響を与えることも意思決定を支援することも困難であろう。 

 このような問題点を考慮して、内容の管理とキュレーションに関して下記の方策が提案されてい

る。 

 第一に、データ提供者からの入力データに十分な詳細さと文脈を持たせられるようなデータ入

力フォームと処理方法を設計する。 

 第二に、データベースに含まれる研究 1 件ごとに、通常のチェックボックス型の「注記」ペー

ジを設け、データ提供者にはデータ入力時にこのページに入力することで研究内容について十

分な文脈を提供することを求める。これによってユーザーはそのデータが求める信頼性や意義

を持つものであるか否かを容易に判定することができる。 

 第三に、データセットと注記ページの内容に矛盾があると思われたとき、システム管理者に通

報することを求めるメッセージを EAS データベースのトップページに明示する。通報があっ

たときはシステム管理者はデータ提供者に接触し、矛盾の解明・訂正・解消を試みる。 

 

4.5 システムのインターフェースと機能 

EASデータベースは、ビューア/エディタ GUI（図 1）から見たとき、直観的に分かりやすく、ユー

ザーフレンドリーでなければならない。必要が認められれば種々のカテゴリーのユーザー、たとえ

ばモデル化または解析に使用するために多量のデータをエクスポートすることを望む研究者、ある

いは 1 つの物質に関する具体的な情報を求める規制担当者などに向けて特化したビューも開発する

ことになろう。 

前述（4.4項）のとおり、データ入力フォームの設計には、データ提供者への要求を最小限にとど

めつつ、必要な（メタ）データをすべて捕捉できるように（たとえば入力必須のフィールドを設け

るなどして）注意しなければならない。 

 可能ならば、ドロップダウンメニューから既定の用語または標準化された用語を選択するフィー

ルドと並んで、主要な情報（投与量など）については特定のフィールドを用意する。類似の情報が

情報源によって別様に記述されることを防ぐため、フリーテキストによる記述は補足的情報に限定

する。これによって究極的にはデータマイニングの有効性と効率を高めることができる。 

 またこのアプローチによって、エンドユーザーは構造化された定量的データによる検索ができる

ことになる。検索モジュールは極めて単純な質問式（多フィールド、フリーテキスト）にも高度な

質問式（物性値による、複数のパラメータを含む）にも対応できるものでなければならない。この

ためには「簡易検索」と「高度な検索」のオプションを設けることが考えられる。 
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4.6 利害関係者および利用者の説明 

 

システムの利用者およびプロジェクトの主要な利害関係者と考えられる集団と、EAS データベ

ースおよびポータルサイトに対して持つと予想ないし期待される関心、およびそれぞれの観点から

の成功の基準を表 3に示す。この他にもプロジェクト初期の調査 (Berggren et al, 2011, Castello 

& Worth, 2011)で認められたように、補完的な IT 資源を保有する、あるいはデータ提供者となる

可能性のある協力機関なども利害関係者と考えられる。 

 

表 3：主な利害関係者・利用者の説明 

名称 説明 期待/予想されるシステム

利用への関心 

期待/予想される成功の基

準 

システム所有

者 

EC JRC システムの開発・維持・管

理 

利害関係者の要求・品質基

準・利用者フィードバック

に照らしての高い評価 

長期的に維持可能な管理 

 その他の EC総局 ED に関する共同体戦略の

完全実施(DG ENV) 

関連するEU規制の実施の

支援 

EU の助成する研究の成果

の普及と利用の促進 

データの正確さとトレー

サビリティ 

対象利用者（主に研究者、

規制担当者）が自発的に利

用するシステム 

EC の他の資源/政策との

高度の統合/相補性 

大学、国立研究所、

研究組合 

研究に有用なデータの検

索 

研究結果の普及、他の関係

者（規制当局、産業界）へ

の周知 

データの正確さとトレー

サビリティ 

データ提供者となるのに

十分なシステムの可視性

と評価 

信頼し得る情報源として

他の関係者に評価される

こと 

規制当局、EU加盟

国の担当官庁 

既存データベースから得

られる情報を補完する、規

制の実施に利用できる研

究成果へのアクセス 

データの正確さとトレー

サビリティ 

規制に有意義なデータ 

産業界 規制への適合性を高める

ための自己の研究結果の

補完 

データの正確さとトレー

サビリティ 

非政府組織 科学の最新の成果の追跡 EAS ポータルサイトによ

る広範かつ偏りのないデ

ータ 

公衆 情報源、意識 内分泌攪乱物質に関する

EU 共同体戦略へのアクセ

ス 
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5 ニーズと応答計画 
 

EAS データベースおよびポータルサイトが応答すべきニーズと、その応答を可能にするための機

能を表 4に示す。解決を要する問題点についても簡単に示した。 

 

表 4：主なニーズの概観 

ニーズ 優先度 応答 問題点 

DG ENGの既存データを収

録すること 

高 新しい IT プラ

ットフォーム 

DG ENGデータベースでのデータの

組織化が不十分のためデータ転送に

手動作業が必要 

新しい（有意義な）データ・

情報を第三者がアップロー

ドできること 

高 データ入力モジ

ュール 

データ入力モジュールの簡単さと完

全性の良好なバランスが必要 

すべての関係者が EAS デ

ータベースに迅速・容易に

アクセスできること 

高 ビューアによる

作業 

検索機能 

特定化ビュー（研究者向け、規制当局

向け等）の開発が必要となる可能性 

データと情報を他システム

で容易に利用できる形式で

検索・ダウンロードできる

こと 

高 データエクスポ

ートモジュール 

EAS と他の IT システムの相互運用

を可能にすること 

他の情報源にある補完的情

報に容易にアクセスできる

こと 

中 EAS ポータル

サイト 

補完的情報および情報源を容易にア

クセスできる形でEASポータルサイ

トに表示すること 
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6 品質の範囲と技術的要求条件 
 

EAS データベースおよび EAS ポータルサイトに対する技術的要求条件の概略を表 5 に示す。これ

らを検討し ITシステムの技術仕様において更に展開する。 

 

表 5：技術的要求条件の概略 

要求条件/能力 説明 

利用可能性 インターネットからアクセスできる公衆サービスであり、望ましくは

定期メンテナンス期間を除き年中無休、24時間利用可能とする。利用

停止中は利用者指向の丁寧なメッセージを表示する。 

操作性 システムのユーザーは非常に多様となる可能性があり、これを考慮し

て稀に利用するだけの非専門家にも熟練者にも対応できる柔軟なユー

ザーインターフェースを提供する。 

保守の容易性 現行の JRC-IHCP規格に従った保守を可能とする。 

適用規格 ISO/IEC 12207:2008、および利用可能な実施例、たとえば

RUP(Rational Unified Process)あるいは RUP@EC 規格と矛盾しない

適切な派生規格 

システムの条件 システムには下記が要求される。 

 インターネットからアクセスできること 

 Internet Explorer, Firefox, Safari など複数のブラウザで利用で

きること 

 安定したデータベース管理システムおよびアプリケーションサー

バ環境の中で利用できること 

 普及している型式（Excel, XML等）でデータを一括エクスポート

できること 

更にシステム解析においてその他の機能的・非機能的条件を確定する。 

要求性能 システムの利用者は比較的多数となる。当初下記を予定する。 

 50ユーザーの同時サポート 

 ページ当たり応答時間最長 5～7秒 

 詳細な性能パラメータはシステム解析の段階で確定する。 

セキュリティ インターネットにおけるシステムの改変、サイバー攻撃、サービス妨

害等を防止するための通常のセキュリティ基準を適用する 
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7 プロジェクトの諸段階 
 

プロジェクトの主要な諸段階を表 6に示す。EASデータベースおよびポータル医サイトの開発と公

開の詳細なタイムスケジュールはこのビジョンに基づいて策定する（1項参照）。全体として、EAS

とポータルサイトは 2012年中にオンラインで公開することを目指す。 

 

表 6：プロジェクトの主要段階の概要 

段階 主な主題 

開始 考えられる利害関係者からの情報の収集と分析、要求される機能と設

計の決定 

精密化 システムアーキテクチャと主要機能の決定 

ビジョンの精密化 

開発すべきシステム要素の優先順位決定 

ソフトウェア実現計画の精密化 

構築段階 1 中核的 ITアプリケーションの構築 

DG ENVデータの EASデータベースへの移植 

試験、公開 

 データインポートおよびエクスポート・モジュールの構築 

検索・表示の改良 

外部情報源との適当なインターフェース/リンクの作成、ハブ機能を持

つウェブ・インターフェースの開発 

試験、公開 
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抄録 

DG ENVと共同研究センター(JRC)との行政協定070307/2010/571177/D3の枠内において、健康

および消費者保護局(Institute for Health and Consumer Protection, JRC-IHCP)は内分泌活性物

質(EAS)に関するウェブベースの ITプラットフォームを構築する予定である。この目的のため特に

開催した 2010 年のワークショップにおいて、多方面の利害関係者からの要望を集め、またこれと

平行して EASに関する既存の、あるいは補完的な(IT)情報源の調査を行った。 

本稿の目的は上記の両要素を総合し、実務的な観点や問題点をも考慮した EAS データベースお

よびポータルサイトのビジョンを提示することである。最終製品に至るまでのソフトウェア開発計

画はこのビジョンを基礎とする。関係者すべてに情報を提供し、この過程への積極的参画を促すこ

とも本稿の意とするところである。 
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JRCの使命は EUの政策の起草、作成、実施、監視のための科学技術上の支援を利用者の必要に応

じて提供することです。JRC は EC のサービスの一つであり、EU の科学技術情報センターとして

機能します。JRCは政策形成と密接な関係を保ち、私的あるいは特定国の利益からは独立に、加盟

国の共通利益に奉仕するものです。  

 

 


